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コードでつなぐ、想いと想い。
これまでの取り組みと、未来へ向けて



コードでつなぐ。想いと想い

これは Hack For Japan のキャッチコピーです。ここでいうコードとはもちろんITエンジニアが言うと
ころのプログラムコードのことですが、 『開発者の「何かしたい想い」と被災地の方の「切実な想
い」をつなぐ場を訴求する』ということを表しています。
さらに、開発者同士や開発者とデザイナーの想い、被災地の方同士の想い、被災地から遠い西日本の
方の想い、ITとは無関係でも何かしたいと願っている人の想いなど、さまざまな状況にいる方の想い
をコードでつないでいます。



　Hack For Japan の原点

「何か出来ないだろうか」

「何か出来ないだろうか」という想い、それが Hack For Japan の原点です。
2011年3月11日、私は当時の勤務先のオフィスがある新宿にいたのですが、結局その日は電車が動か
ず会社に泊まりました。
私は山形出身で仙台にも以前10年程住んでいた時期があるのですが、且つて自分が住んでいた場所の
被害が尋常ではないことを知るにつけ段々と気が気でなくなり、そして仙台には妻の実家があるので
すが、やはり連絡は取れない状況でした。



　Hack For Japan の原点

Google Person Finder

twitter

そしてその頃、Google からは Person Finder がすぐにリリースされ、現在は石巻在住で、私が仙台
に住んでいた頃にお世話になった方の無事を知ることが出来ました。
また、妻の実家の無事も twitter でマンション名を検索していたところ、直接連絡がつくよりも前に
建物の無事は確認できたということもありました。
このような体験から「ITの力で役立てることがあるのではないか」と考えるようになっていきまし
た。
（ただし、これらのことは後から思い知らされることになるのですが、あくまで現地の外から現地の
状況を知るのに役立ったと言う話であって、電源確保もままならなかった場所ではITどころではなか
ったというのも事実だと思います。）
私は社内で復興支援の提案をしてみるものの、
何をどうすれば役立てるのか誰も分からず、なかなか上手くいきませんでした。



当時の自分のtweetにはこんなものが残っています。
「ちょっとアツくなってメールを書いてしまった。もし間違っているなら誰か私の頭から見ずをぶっ
かけてください。昔住んでいたところが被災地であると言うことと、自分が開発に関わっているもの
への強い思い入れが相乗してかなりの熱を持っている状態です。」



頭を冷やすはずが、帰り道、幕張の液状
化跡の上を歩きながらまた思いがフツフ
ツと...向こうの地はこんなものではすま
ないと思うとまた…

また別のtweetではこんなことも言っています。同僚に少し冷静になれと言われた帰り道でのことで
す。
「頭を冷やすはずが、帰り道、幕張の液状化跡の上を歩きながらまた思いがフツフツと...向こうの地は
こんなものではすまないと思うとまた…」
そんな忸怩たる想いをもっておりました。



その頃、Google の及川さんの「一気に短期間でモノを創り上げ てしまう開発者合宿として定着しつ
つあるハッカソンを今こそ開催すべきである」という声がけで 3月19, 20, 21 のアイデアソンとハッ
カソン開催に向けて正にギリギリのところでの準備が進められていました。
私はtwitterでそのことを知り、これなら自分達も何か出来るのではないかと思い、当時開発に携わっ
ていたセカイカメラのAPI提供を申し出たことをきっかけに関わることになり、今に至ります。



　ハッカソン

Hack + Marathon = Hackathon

前のスライドで唐突にこの「ハッカソン」という言葉を使ってしまいましたが、Hack と Marathon 
を合成した造語です。
通常、同じテーマに興味を持ったデベロッパーが集まり、互いに協力してコーディングを行うイベン
トをこう呼んでいます。
ただし、Hack For Japan でのアイデアソン、ハッカソンは必ずしもエンジニアに限らず、デザイナ
ー、ボランティア活動をされている方など、復興支援にアイデアをお持ちの方、何かできないかと考
えている皆さんに広く参加していただけるようにしています。



　アイデアソン

Idea + Marathon = Ideathon

もう１つアイデアソン (Ideathon) は Idea と Marathon を合わせた言葉もあります。ハッカソンのよ
うに、テーマを定めたうえでチームごとにアイデアを出し合い、それをまとめていくハンズオン形式
のセミナーとなります。ここではスケッチブックや付箋紙、マジックペンなどのアナログな道具を用
いて議論を進めていきます。ハッカソンで作るもののアイデアをまとめるために開くことが多いです。



善玉ハッカー　

ところで、この Hack という言葉ですが...
報道等で使われるような、どこかのコンピューターに忍び込んで悪さをする良くないイメージを持っ
ている方もいらっしゃるかもしれません。
本来そのような意味ではないのですが、ある新聞に取り上げて頂いた時に「善玉ハッカー」と呼んで
頂いたことがありました。（結構気に入っています）



IT開発者の “想い”

東日本大震災に対し、「自分たちの開発スキルを役
立てたい」というIT開発者の声から生まれました

写真 http://googledevjp.blogspot.com/2011/03/hack-for-japan-hackathon.html 
写真 http://blog.hack4.jp/2011_05_01_archive.html

このようにして、“東日本大震災に対し、自分たちの開発スキルを役立てたい”
―IT開発者の皆さんのこうした声をもとに、Hack For Japanは生まれました。
Hack For Japanとは、震災からの復興を継続的に支援するための、IT開発を支えるコミュニティとし
て生まれました。
現在、Hack For Japanは震災復興や今後の災害への備えをIT開発によって支援する活動を行っていま
すが、こうした活動を通じてHacker精神を広めることもHack for Japanの役割です。またHack for 
Japanは、IT業界にとどまらず他のボランティア団体とHacker達の連携も支援します。



多くの人が参加

• Twitter で 600名、Facebook で 380名が参加
• 初年度の賛同者として 700名弱が登録
• Google Japan、ヤフー、リクルート、楽天、頓
智ドット、さくらインターネット、マイクロソフ
ト ほか 17ものIT企業・団体が賛同

写真 http://www.flickr.com/photos/fumi/sets/72157626206357741/
写真 https://picasaweb.google.com/bathtimefish/HackForJapan1103251020#

Hack For Japan設立後は数多くの団体に賛同いただきました。また数多くの個人の方々にもこれまで
に参加いただいています。
Hack For Japanでは、賛同者の方たちの連携を深めるためにメーリングリスト、ツイッター、
Facebookを運用しており、数多くの方が参加されています。特にfacebookではさまざまな情報が投
稿され議論されていますので、興味のある方はぜひ登録してください。



• 何か力になりたいという想いをつなぐ
• コミュニティが存在することでアイデアが具体的なコー
ドとなり実現されていく

プログラミング
コーディングな

ら
任せてね

サービスや
リソースの
無償提供なら
できるけど

Javaでも、.NETで
も

コーディングなら
できるかも・・・

画面設計とか
デザインとかな

ら
できるかなぁ

被災地の状況や
ニーズなどは
把握しています

とりあえず、
力仕事ならできま

す

重要なのは
“想い”を実現するコミュニティ

これは、コミュニティとしての Hack For Japan のイメージです。何か力になりたいという想いをつな
ぐのが Hack For Japanです。コミュニティが存在することでアイデアが具体的なコードとなり実現さ
れていきます。



Hack For Japan
おもな活動の報告



震災直後の3/19に京都を主会場に開催されたハッカソンにはじまり、2011年は何度もハッカソンを
重ねました。
４月の会津若松、新幹線も仙台まで復旧した後の５月には仙台、会津若松、東京、そして3回目には岩
手の遠野も加わり、その他にもエンジニアだけでなくボランティアに関わっている方や、アイデアを
持っている様々な皆さんに参加して頂きました。
さらに、西日本にもピンが幾つか立っているのが見えますが、毎回、会場を自分たちで調達してまで
して参加してくれる西日本の有志がいます。遠く離れた西日本からでも何かをしようという多くの人に
参加して頂きました。



成果物など

風＠福島原発
Androidスマートフォンの機能を活用し、被災地に必要な情報（避難所、炊出、放
射線量）を的確に提供する

Hack 4 Geiger
ガイガーカウンターの設計・製造
データベース、アプリケーションなどのシステム開発

通知・事務連絡集
国の各府省庁から発信された通知や事務連絡等を震災対応で被災者や地方公共団
体等の支援を実施している弁護士有志チームがまとめた

フォトサルベージの輪
写真や印刷のプロフェッショナルによるネットワークを通じて、災害で損なわれ
た写真の修復を行う

ボランティアニーズ管理システム
ボランティアセンターに寄せられるニーズを受付し、データとして取りまとめ、
ボランティアに活動指示書として引き渡すまでの管理を行う

ボランティアニーズ公開ツール
ボランティアセンターが情報を発信・公開しやすいしくみを作る事で、行く人が
情報を取りやすくする

復旧・復興支援DB API改善提言書
復興庁の復旧・復興支援データベースAPIに対し、参加者から寄せられた改善の声
を提言書としてとりまとめた

Tシャツ制作販売 チャリティTシャツを制作し、200枚を売り上げ、約25万円を寄付

Hack For Japanで開発されたアプリケーション・システムの例
未完のものなどを含めると約100件のプロジェクトが発足した

成果物としては、未完のものなどを含めると約100件に上ります。主な成果物としてはこのようなもの
があります。



最近のアクティブな復興支援活動

ここからは、最近のアクティブな復興支援活動を紹介したいと思います。



復興マッピング活動



復興マッピング活動

復興の過程を地図にマッピング
• Hack For Iwate - 釡石や大槌を中心に
• 自由に編集／利用できるオープンストリートマップで
• 3月、5月、9月に開催

オープンストリートマップを使って被災地の復興の過程を地図にマッピングするワークショップで、
Hack For Iwate の活動として釡石や大槌を中心に行われています。
今年に入ってから3月、5月、そして9月に開催されています。



復興マッピング活動

仮設店舗で営業再開されるお店など、
復興へ向けて刻々と変わる現地の状況

ワークショップを通して現地に住む人が自身で地図を更
新できるように

津波により被害を受けた地域では、まだまだ仮設住宅で生活している人が数多くいらっしゃいます。
また、お店を流されてしまった飲食店などが仮設店舗という形でお店を始めるなど、刻々と現地の状
況は変わっていきます。しかしながら、必ずしも既存の地図サービスが最新の状況を反映しているわ
けではありません。
街に住む人が自分たち自身で簡単に地図を更新していくことができれば、既存の地図サービスに反映
されるのを待つ必要もなく、高い品質の地図を配布できます。また、自分たちの街が復興していく過
程を地図に落としていくという活動を通じて、様々な気付きを得ることができます。そこで、誰でも
自由に編集し利用できる地図サービスである、「オープンストリートマップ」を使った地図制作ワー
クショップを通して、地元の人が自分たち自身で地図を編集できるようにしようというのが復興マッ
ピング活動です。



復興マッピング活動

2012年9月1日～2日
Hack4Iwate復興マップスペシャルイベント

世界中から集まった
マッパーの参加

9月6日～8日に、State of the Map（SotM）という OSMの国際カンファレンスが東京で行われるのに
合わせて、世界中から集まったマッパーにも参加してもらいました。
実際に被災地を視察してもらいつつ、地元のマッパー達との交流や意見交換を行おうというのが趣旨
のイベントでした。



復興マッピング活動

平田地区のマッピング例

仮設店舗

運動場

駐車場

カフェ

これはその時の成果の１つです。
平田地区は釡石地区の南に位置しており、平田運動公園があった部分に約240戸の仮設住宅が存在し
ています。この部分はOSMにはほとんど記載されていなかったので、GPSロガーと Walking Papers 
を元にフィールドワークを行いました。
仮設店舗や運動場、カフェ、パーキングなどもしっかりと入力されています。



復興マッピング活動

今後
• ワークショップを引き続き被災地で開催
• 必要な情報を取り出して印刷するソフトウェア開発
• 他の地域への展開

復興マッピング活動はまだまだ続きます。引き続き被災地でのワークショップを続ける他、入力した
データから必要な情報だけを取り出して印刷するソフトウェアを開発したいと思っています。釡石地
区でモデルケースを作った後は、他の地域へも広げていきたいと考えています。



復旧復興支援DB API ハッカソン



復旧復興支援DB API ハッカソン

2012年6月2日、国が提供する支援制度の情報を取得できるAPIを題材と
したハッカソンを実施

2012年6月2日、国が提供する支援制度の情報を取得
できるAPIを題材とした ハッカソンを実施

2012年6月2日、復興庁、経産省をはじめとする関係省庁が連携して立ち上げたサイト「復旧・復興
支援制度」で公開されている国が提供する支援制度の情報を取得できるAPIを題材とした「復旧・復興
支援データベースAPIハッカソン」を実施いたしました。



復旧復興支援DB API ハッカソン

44名の方が参加
10個のプロジェクトが誕生
3つのプロジェクトが具体化

• 支援制度検索の表記ゆれを解決した「ノーマライズ検索」
• 複雑な支援制度を分かり易く図示した「わかる！支援制度」
• 支援制度サイトの更新を発信する「支援制度ツイート @rrasbot」

当日は44名の方がハッカソンに参加し、その中で10個のプロジェクトが誕生し、そのうち3つのプロ
ジェクトが実際に利用されるところまで具体化されました。



復旧復興支援DB API ハッカソン

PDFのみだったAPIの仕様書をHTML化して公開

• ハッカソンならではのスピード感のある展開

PDFで公開されていたAPIの仕様書がその場でHTML化され公開されるなど、ハッカソンならではのス
ピード感のある展開が見られました。



復旧復興支援DB API ハッカソン

APIについてのフィードバックを改善提言書と
して経産省に提出

• JSONP対応など実際のAPIに組み込まれることが決定
• 官民一体となった復興支援活動

また、ハッカソン中で公開されているAPIがより使われるよう参加者の声をまとめ、そのフィードバッ
クを改善提言書として経産省に提出しました。これが受理され、参加者からも要望が大きかった
JSONP対応など実際のAPIに組み込まれることが決定し、官民一体となった復興支援活動となりまし
た。



これは Hack For Japan 直接のプロジェクトではないのですが、
昨年の12月に「復興ボランティア情報交換会」を石巻で行うために東京からのバスツアーを行った際
に参加してくれた小金明雄さんと言う方が、その情報交換会をきっかけに始められたものです。



活動の紹介：写真みつかるプロジェクト

津波により流された写真を洗浄してデジタル画像にしてくれた人
たちがいる。
それをデータベース化、ITのちからで写真の持ち主に届けたい…

東日本大震災の津波により流されてしまった「被災写真」は多くのボランティアの方によりデジタル
化されています。大量の写真をの中から探し出すのは非常に困難であるため、その画像をデータベース
化し、ITのちからで写真の持ち主に届けたい…それが小金さん達の活動「写真みつかるプロジェク
ト」です。



活動の紹介：写真みつかるプロジェクト

石巻市と協力
約 80 万枚のデジタル化された写真を検索できるシステムを提供
石巻市の施設に閲覧環境を整備個人情報となる写真データの流出を防
ぐ為

「写真みつかるプロジェクト」第一弾として、石巻市と協力し、総枚数 約 80 万枚のデジタル化され
た写真を検索できる画像検索システムの提供が、７月 14 日より開始されています。
本システムは、個人情報となる写真データが一般に広くインターネット上に流出する事を 防ぐ為、石
巻市の施設で閲覧出来る環境を整えて住民の皆様に利用して頂く事になりました。



活動の紹介：写真みつかるプロジェクト

1枚でも多くの写真を
持ち主に返すために...

全ては1枚でも多くの写真を持ち主に返すために...
今後も取り組みを続け、より検索性の優れたシステム／運用体制を構築していきたいとのことです。



活動の紹介：写真みつかるプロジェクト

非営利のボランティアとしてサービスを提供
• サービス継続のために多額のコストが発生
• 有志による資金拠出で賄っている

多くの自治体からサービス提供の要請

本プロジェクトは、疲弊した被災地自治体に対して、非営利のボランティアとしてサービス提供されて
います。しかし、実際には、サービスを継続するために多額のコストが発生しており、有志による資
金拠出で賄っているのが現状です。
また、現在、数多くの自治体より、サービス提供の要請を頂いているそうです。



活動の紹介：写真みつかるプロジェクト

皆様からのご支援を募集中です。
http://shashin-mitsukaru.jp

サービス提供を継続するために、そして要請を頂いている数多くの自治体のご要望に対応するため
に、皆様からのご支援に頼らざるを得ない状況です。
資金面、開発者、両方を必要としております。何卒、ご理解とご協力を宜しくお願い致します。



石巻 Bootcamp



石巻 Bootcamp

7月27日から29日
石巻2.0との共同開催
高校生10人が3日間で Android のアプリ開発を学ぶ



石巻 Bootcamp

震災前の姿に戻すことだけが震災復
興のあり方ではないのではないか

震災復興を支援する中で被災された方やそれを支援する方とお話をさせて頂く機会が多くあります。
その中で多くの方がおっしゃっているのが「震災前の姿に戻すことだけが震災復興のあり方ではない
のではないか」ということです。
つまり、これは未来に向けた取り組みでもあります。



石巻 Bootcamp

3日間でアプリ開発を学んでもらうために
• Corona SDK を使用
• 低学習コスト

Androidのアプリ開発は通常であればjavaを使うのですが、3日間でjavaを1から覚えて...というのは
難しいと考え、Corona SDKというツールを使うことにしました。
Coronaは、OpenGLESのグラフィクス処理とLua言語によるスクリプティングにより、ゲームなどの2
次元のアプリケーションの開発に適した構造を持っており、画面へのコンテンツ描写が処理の中心と
なるアプリケーションの開発に適したものとなっています。
今回、開発元の Corona Labs, inc. からは10台分のライセンスを寄付して頂いています。



石巻 Bootcamp

1日目
Hello!と文字を出す
画像をタップすると音が出る

1日目は
Hello!と文字を出す基本的なところから始めて、
画像をタップすると音が出るところまで進み...



石巻 Bootcamp

2日目
目指せ
「あの」アプリ！

物理エンジンで
• 絵を動かす
• ぶつける

２日目は、目指せあのアプリということで、
日本語に訳すと「怒った鳥」という名前のあのゲーム（今日このイベントにも来ていますが）を目指
せ！という目標を掲げて物理エンジンについて学びました。
Corona SDK の特徴の１つとして、こういった絵のパーツを物理法則に伴って動かし、それがぶつか
った時の挙動などを簡単に制御出来るということが挙げられます。



石巻 Bootcamp

紙に書いてオリジナルアプリ
のアイデアをまとめる

そしてこの日の最後は、各自オリジナルのアプリを作成するため、紙を使ってアイデアをまとめてい
きました。紙に画面のイメージを書いて考えたのが良かったようで、ゲーム系、音楽系、様々なアプ
リの構想が出てきました。ここでの講師の役目としては、実現不可能なものになっていないか、まず
は何か動作するものを作って、そこから時間の範囲内で機能を拡張していくことができるように手順
をアドバイスすること等がありました。



石巻 Bootcamp

3日目
オリジナルアプリの開発
• 時間との戦い

アプリ紹介のプレゼン

3日目は考えたアイデアをアプリケーションとして作成する作業です。この日は時間との戦いで講師の
側も休む間もなく質問に答え、良いものにするために一緒に考えました。
例えば、
「このジャンプボタンは1度押すと一定時間使えないようにしたいのですがどのようにすればできます
か？」
「それならタイマー機能を使うといいよ」
こんな会話が交わされ、どんどんアプリは仕上げられていきました。
最後に Boot Camp の集大成として、大人達の成果発表に混ざって高校生達も自分たちの作ったアプ
リを紹介するためにプレゼンテーションを行いました。自分のアプリのアピールポイントを的確に説
明することはもちろん、会場のウケを取る場面もあったりと、みんななかなか堂々としたものでし
た。
実質 2 日半という時間でここまでたどり着けたことはなかなかの成果だと思います。



石巻 Bootcamp

その後の活躍
• このカンファレンスのセッションに登壇
• アプリ甲子園に出場
• 学んだことを他の人にも展開

ここで学んでくれた高校生達のその後も活動を続けてくれており、
代表の二人が先ほど13時からの高校生トラックで無事発表を終えたところです。
先日のアプリ甲子園の決勝戦にも進出し、惜しくも入賞は逃しましたが、アプリ開発に邁進中でこれ
からがとても楽しみです。
さらにBoot Campに参加していなかった人にも学んだことを伝えるということも自主的にしていま
す。
我々も引き続き彼らをサポートしていきたいと思います。



while (Japan.recovering) {
    we.hack();
}

最後にこのコードで締めたいと思います。
これは「日本が復興するまでハックし続ける」という想いをプログラムコードで表現したもので、私
が着ているこのTシャツの背中にも刻まれています。
この想いを忘れず、決して風化させることのないよう、今後も活動していきたいと思います。



コミュニティ

　　　Facebook
　　　  http://facebook.com/groups/hack4jp/

　　　Twitter
　　　  @hack4jp    #hack4jp

ぜひご参加ください


